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【公表番号】特表2019-514837(P2019-514837A)
【公表日】令和1年6月6日(2019.6.6)
【年通号数】公開・登録公報2019-021
【出願番号】特願2019-506603(P2019-506603)
【国際特許分類】
   Ｃ０３Ｃ  14/00     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/16     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/17     (2006.01)
   Ｃ０３Ｃ   3/21     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０３Ｃ   14/00     　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/16     　　　　
   Ｃ０３Ｃ    3/17     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年4月17日(2020.4.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　０．１ｍｍ3より大きい体積を有する金属をガラス中に分散又は浸漬させることを含む
、マクロ複合材料の形成方法であって、
　前記マクロ複合材料が、有機樹脂、接着剤又はポリマーを含まず、
　前記金属が、金、金合金、銅、アルミニウム青銅合金、銅合金、青銅又はチタンの少な
くとも１つを含み、且つ
　前記ガラス中に前記金属を分散又は浸漬させる時の前記ガラスの温度が、前記ガラスの
Ｔgよりも少なくとも２０℃高いか、或いは
　前記金属の温度が、ガラス中に前記金属を分散又は浸漬させる時の前記ガラスの温度の
８００℃以内であるか、或いは
　前記金属が、ガラス中に前記金属を分散又は浸漬させる時に室温であるか、或いは
　前記金属が、ガラス中に前記金属を分散又は浸漬させる時に溶融している、
前記方法。
【請求項２】
　前記金属が、金および金合金の少なくとも１つを含み、且つ前記ガラスが、１２０×１
０-7Ｋ-1～１７５×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記金属が、金および金合金の少なくとも１つを含み、且つ、
　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：
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を含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記金属が、銅、アルミニウム青銅合金又は銅合金の少なくとも１つを含み、且つ前記
ガラスが、１３０×１０-7Ｋ-1～１８５×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　前記金属が、銅、アルミニウム青銅合金又は銅合金の少なくとも１つを含み、且つ前記
ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、請求項１又は４に記載の方法。
【請求項６】
　前記金属が青銅を含み、且つ前記ガラスが、１６０×１０-7Ｋ-1～１８５×１０-7Ｋ-1

の範囲の熱膨張率を有するか、或いは
　前記金属がチタンを含み、且つ前記ガラスが、７５×１０-7Ｋ-1～１０５×１０-7Ｋ-1

の範囲の熱膨張率を有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ガラスが、ホスフェートガラスを含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項８】
　前記ガラスがＺｎＯおよびＰ2Ｏ5を含み、且つＺｎＯおよびＰ2Ｏ5の組み合わせた質量
パーセントが少なくとも６０である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ガラスが、３８～５０モルパーセントの範囲内のＺｎＯ、２９．５０～３４モルパ
ーセントの範囲内のＰ2Ｏ5、０～２０モルパーセントの範囲内のＮａ2Ｏ、０～２０モル
パーセントの範囲内のＫ2Ｏ、０～２０モルパーセントの範囲内のＬｉ2Ｏ、０～３モルパ
ーセントの範囲内のＡｌ2Ｏ3、０～３モルパーセントの範囲内のＢｉ2Ｏ3、０～２モルパ
ーセントの範囲内のＣｅＯ2、０～７モルパーセントの範囲内のＣａＯ、０～５モルパー
セントの範囲内のＭｇＯ、０～５モルパーセントの範囲内のＢａＯ、０．１～３モルパー
セントの範囲内のＴｉＯ2、０～２モルパーセントの範囲内のＺｒＯ2及び０～２モルパー
セントの範囲内のＳｎＯ2を含み、且つ前記ガラスが、Ｎａ2Ｏ＋Ｋ2Ｏ＋Ｌｉ2Ｏを１１～
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２５モルパーセントの範囲内で含み、ＣａＯ＋ＭｇＯ＋ＢａＯを０～８モルパーセントの
範囲内で含み、ＣａＯ＋ＭｇＯ＋ＢａＯ＋ＺｎＯを３８～５５モルパーセントの範囲内で
含み、Ａｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2を０．１～６モルパーセントの範
囲内で含み、且つＡｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2＋Ｐ2Ｏ5を２９．６～
３６モルパーセントの範囲内で含むか、或いは
　前記ガラスが、４５～５２モルパーセントの範囲内のＺｎＯ、３８～４２モルパーセン
トの範囲内のＰ2Ｏ5、０～５モルパーセントの範囲内のＮａ2Ｏ、０～５モルパーセント
の範囲内のＫ2Ｏ、０～５モルパーセントの範囲内のＬｉ2Ｏ、０～２モルパーセントの範
囲内のＡｌ2Ｏ3、０～３モルパーセントの範囲内のＢｉ2Ｏ3、０～２モルパーセントの範
囲内のＣｅＯ2、３～１０モルパーセントの範囲内のＴｉＯ2、０～１モルパーセントの範
囲内のＺｒＯ2及び０～２モルパーセントの範囲内のＳｎＯ2を含み、且つ前記ガラスがＮ
ａ2Ｏ＋Ｋ2Ｏ＋Ｌｉ2Ｏを１～６モルパーセントの範囲内で含み、且つＡｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2

＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2を３～１０モルパーセントの範囲内で含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ガラスが、可視スペクトル内に吸収帯を有する元素を含むか、或いは
　前記方法が、前記ガラス中に前記金属を分散又は浸漬させた後に前記ガラスを焼なまし
することを更に含む、
請求項１～９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記金属と前記ガラスとの間の熱膨張率の差異が３０×１０-7Ｋ-1未満である、請求項
１～１０のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１２】
　金属およびガラスを含む組成物であって、
　前記ガラスが、ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5を含み、
　前記金属が、前記ガラス中に分散又は浸漬されており、
　前記金属が、０．１ｍｍ3より大きい体積を有する複数の小片を含み、且つ
　前記金属が、金、金合金、銅、アルミニウム青銅合金、銅合金、青銅又はチタンの少な
くとも１つを含む、前記組成物。
【請求項１３】
　金属およびガラスを含む組成物であって、
　前記ガラスが、ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5を含み、
　前記金属が、前記ガラス中に分散又は浸漬されており、
　前記金属が、０．１ｍｍ3より大きい体積を有し、且つ
　ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5の組み合わせた質量パーセントが少なくとも６０である、
前記組成物。
【請求項１４】
　前記ガラスが、３８～５０モルパーセントの範囲内のＺｎＯ、２９．５０～３４モルパ
ーセントの範囲内のＰ2Ｏ5、０～２０モルパーセントの範囲内のＮａ2Ｏ、０～２０モル
パーセントの範囲内のＫ2Ｏ、０～２０モルパーセントの範囲内のＬｉ2Ｏ、０～３モルパ
ーセントの範囲内のＡｌ2Ｏ3、０～３モルパーセントの範囲内のＢｉ2Ｏ3、０～２モルパ
ーセントの範囲内のＣｅＯ2、０～７モルパーセントの範囲内のＣａＯ、０～５モルパー
セントの範囲内のＭｇＯ、０～５モルパーセントの範囲内のＢａＯ、０．１～３モルパー
セントの範囲内のＴｉＯ2、０～２モルパーセントの範囲内のＺｒＯ2及び０～２モルパー
セントの範囲内のＳｎＯ2を含み、且つ前記ガラスが、Ｎａ2Ｏ＋Ｋ2Ｏ＋Ｌｉ2Ｏを１１～
２５モルパーセントの範囲内で含み、ＣａＯ＋ＭｇＯ＋ＢａＯを０～８モルパーセントの
範囲内で含み、ＣａＯ＋ＭｇＯ＋ＢａＯ＋ＺｎＯを３８～５５モルパーセントの範囲内で
含み、Ａｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2を０．１～６モルパーセントの範
囲内で含み、且つＡｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2＋Ｐ2Ｏ5を２９．６～
３６モルパーセントの範囲内で含むか、或いは
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　前記ガラスが、４５～５２モルパーセントの範囲内のＺｎＯ、３８～４２モルパーセン
トの範囲内のＰ2Ｏ5、０～５モルパーセントの範囲内のＮａ2Ｏ、０～５モルパーセント
の範囲内のＫ2Ｏ、０～５モルパーセントの範囲内のＬｉ2Ｏ、０～２モルパーセントの範
囲内のＡｌ2Ｏ3、０～３モルパーセントの範囲内のＢｉ2Ｏ3、０～２モルパーセントの範
囲内のＣｅＯ2、３～１０モルパーセントの範囲内のＴｉＯ2、０～１モルパーセントの範
囲内のＺｒＯ2及び０～２モルパーセントの範囲内のＳｎＯ2を含み、且つ前記ガラスがＮ
ａ2Ｏ＋Ｋ2Ｏ＋Ｌｉ2Ｏを１～６モルパーセントの範囲内で含み、且つＡｌ2Ｏ3＋ＺｒＯ2

＋ＣｅＯ2＋ＴｉＯ2＋ＳｎＯ2を３～１０モルパーセントの範囲内で含む、
請求項１３に記載の組成物。
【請求項１５】
　前記金属が、金若しくは金合金又はその両方を含む、請求項１２～１４のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１６】
　前記金属が、銅、アルミニウム青銅合金又は銅合金の少なくとも１つを含む、請求項１
２～１４のいずれか一項に記載の組成物。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　例えば、金属の表面酸化の危険が高い場合を含む、いくつかの実施形態において、金属
の温度は、ガラス中に金属を分散または浸漬させる時のガラスの温度より低くてもよい。
いくつかの実施形態において、ガラス中に金属を分散または浸漬させる時の金属およびガ
ラスの間の温度差は、９００℃まで、８００℃まで、６００℃まで、４００℃まで、また
は２００℃までであってよい。いくつかの実施形態において、ガラス中に金属を分散また
は浸漬させる時の金属およびガラスの間の温度差は、少なくとも１００℃、少なくとも２
００℃、少なくとも３００℃、少なくとも４００℃、少なくとも５００℃、少なくとも６
００℃、少なくとも７００℃または少なくとも８００℃であってよい。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８０】
　本明細書に引用された全ての特許、特許出願および刊行物、ならびに電子的に入手可能
な材料の全開示は、参照によって組み込まれる。本出願の開示と、参照によって本明細書
に組み込まれるいずれの文献の開示との間にいずれかの不一致がある場合、本出願の開示
が優先されるべきである。上記の詳細な説明および実施例は、理解を明らかにするために
のみ与えられた。それらから、不必要な制限は解釈されない。本発明は、示され、かつ記
載された正確な詳細に制限されず、当業者に明らかな変形は、請求の範囲によって定義さ
れる本発明の範囲内に含まれるであろう。
　なお、本発明としては、以下の態様も好ましい。
〔１〕　０．１ｍｍ3より高いか、１ｍｍ3より高いか、１０ｍｍ3より高いか、１００ｍ
ｍ3より高いか、１０００ｍｍ3より高いか、または１００００ｍｍ3より高い体積を有す
る金属をガラス中に分散させること、または浸漬させることを含む、マクロ複合材料の形
成方法であって、
　前記マクロ複合材料が、有機樹脂、接着剤またはポリマーを含まない方法。
〔２〕　前記金属が、０．１ｍｍ3より高い、１ｍｍ3より高い、１０ｍｍ3より高い、１
００ｍｍ3より高い、１０００ｍｍ3より高い、または１００００ｍｍ3より高い体積を有
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する複数の小片を含む、〔１〕に記載の方法。
〔３〕　前記金属が、プレート、ホイル、ストライプ、ワイヤ、繊維、ネット、メッシュ
、チョップドストランド、ボウル、粒子、球体、小球体、布、フレークまたは不規則形状
の少なくとも１つを含む、〔１〕または〔２〕に記載の方法。
〔４〕　前記金属が、前記ガラス中に完全に浸漬されるか、または部分的に浸漬される、
〔１〕～〔３〕のいずれか一項に記載の方法。
〔５〕　前記ガラスが、ホスフェートガラスを含む、〔１〕～〔４〕のいずれか一項に記
載の方法。
〔６〕　前記ガラスが、シリケートガラスを含まない、〔１〕～〔５〕のいずれか一項に
記載の方法。
〔７〕　前記ガラスが、ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5を含む、〔１〕～〔６〕のいずれか一項に記
載の方法。
〔８〕　ＺｎＯ：Ｐ2Ｏ5のモル比が２：１である、〔７〕に記載の方法。
〔９〕　ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5の組み合わせた質量パーセントが、少なくとも６０、少なく
とも７０、少なくとも７５または少なくとも８０である、〔７〕または〔８〕に記載の方
法。
〔１０〕　前記ガラスが、Ｎａ2Ｏ、Ｋ2Ｏ、Ｌｉ2Ｏ、ＣａＯ、ＭｇＯおよびＢａＯの少
なくとも１種、ならびにＡｌ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＣｅＯ2、ＺｒＯ2、Ｂｉ2Ｏ3およびＳｎＯ2

の少なくとも１種を含み、
　かつΣ（ＺｎＯ、ＣａＯ、ＭｇＯ、ＢａＯ、Ｎａ2Ｏ、Ｋ2Ｏ、Ｌｉ2Ｏ）：Σ（Ｐ2Ｏ5

、Ａｌ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、Ｂｉ2Ｏ2、ＳｎＯ2）のモル比が２：１である
、〔１〕～〔７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１１〕　前記ガラスが、表２または表３に提供される範囲で、ＺｎＯ、Ｐ2Ｏ5、Ｎａ2

Ｏ、Ｋ2Ｏ、Ｌｉ2Ｏ、Ａｌ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、ＣｅＯ2、ＴｉＯ2、ＺｒＯ2およびＳｎＯ2を
含む、〔１〕～〔１０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１２〕　前記ガラスが、表２に提供される範囲で、ＣａＯ、ＭｇＯおよびＢａＯの少な
くとも１種をさらに含む、〔１１〕に記載の方法。
〔１３〕　前記金属の温度が、ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時の前記ガラ
スの温度の１０℃以内、２０℃以内、３０℃以内、４０℃以内、５０℃以内、１００℃以
内、２００℃以内、３００℃以内、４００℃以内、５００℃以内、６００℃以内、７００
℃以内または８００℃以内である、〔１〕～〔１２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１４〕　前記金属が、ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時に、室温である、
〔１〕～〔１２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１５〕　前記金属が、ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時に、溶融している
、〔１〕～〔１２〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１６〕　前記金属が、ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時のガラスの温度よ
りも、１００℃まで、２００℃まで、３００℃まで、４００℃まで、５００℃まで、６０
０℃まで、７００℃まで、または７５０℃まで高い温度を有する、〔１５〕に記載の方法
。
〔１７〕　前記ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時の前記ガラスの温度が、前
記ガラスのＴgよりも少なくとも２０℃高いか、前記ガラスのＴgよりも少なくとも３０℃
高いか、または前記ガラスのＴgよりも少なくとも４０℃高い、〔１〕～〔１６〕のいず
れか一項に記載の方法。
〔１８〕　前記ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時の前記ガラスの温度が、少
なくとも３９０℃、少なくとも４００℃または少なくとも４１０℃、少なくとも４５０℃
、少なくとも５００℃、少なくとも５５０℃、少なくとも６００℃、少なくとも６５０℃
、少なくとも７００℃、少なくとも７５０℃、少なくとも８００℃、少なくとも８５０℃
または少なくとも９００℃である、〔１〕～〔１７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔１９〕　前記ガラス中に前記金属を分散または浸漬させた後、前記ガラスを焼鈍しする
ことをさらに含む、〔１〕～〔１８〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔２０〕　前記焼鈍し温度が、３３０℃、３４０℃、３５０℃、３６０℃、３７０℃、３
８０℃または３９０℃である、〔１９〕に記載の方法。
〔２１〕　前記ガラスの熱膨張率が、少なくとも少なくとも７０×１０-7Ｋ-1、少なくと
も８０×１０-7Ｋ-1、少なくとも９０×１０-7Ｋ-1、少なくとも１００×１０-7Ｋ-1、少
なくとも１１０×１０-7Ｋ-1、もしくは少なくとも１２０×１０-7Ｋ-1、少なくとも１３
０×１０-7Ｋ-1、少なくとも１４０×１０-7Ｋ-1、少なくとも１５０×１０-7Ｋ-1、少な
くとも１６０×１０-7Ｋ-1、少なくとも１７０×１０-7Ｋ-1または少なくとも１８０×１
０-7Ｋ-1でなければならない、〔１〕～〔２０〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２２〕　前記マクロ複合材料が、第２のガラスを含む、〔１〕～〔２１〕のいずれか一
項に記載の方法。
〔２３〕　前記ガラスがフロートガラスを含み、かつそのリトルトン（Ｌｉｔｔｌｅｔｏ
ｎ）軟化点（ＴLit）における前記第２のガラスの温度が、前記フロートガラスのガラス
転移点（Ｔg）未満である、〔２２〕に記載の方法。
〔２４〕　そのリトルトン（Ｌｉｔｔｌｅｔｏｎ）軟化点（ＴLit）における前記第２の
ガラスの温度が、５５０℃までである、〔２３〕に記載の方法。
〔２５〕　前記金属および前記ガラスの間の熱膨張率の差異が、３０×１０-7Ｋ-1未満、
２５×１０-7Ｋ-1未満、２０×１０-7Ｋ-1未満、または１０×１０-7Ｋ-1未満である、〔
１〕～〔２４〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２６〕　前記金属が、銅、アルミニウム青銅合金または銅合金の少なくとも１つを含み
、かつ前記ガラスが、１３０×１０-7Ｋ-1～１８５×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有す
る、〔１〕～〔２５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔２７〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔２６〕に記載の方法。
〔２８〕　前記金属が、金および金合金の少なくとも１つを含み、かつ前記ガラスが、１
２０×１０-7Ｋ-1～１７５×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、〔１〕～〔２５〕の
いずれか一項に記載の方法。
〔２９〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔２８〕に記載の方法。
〔３０〕　前記金属が青銅を含み、かつ前記ガラスが、１６０×１０-7Ｋ-1～１８５×１
０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、〔１〕～〔２５〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔３１〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔３０〕に記載の方法。
〔３２〕　前記金属が、鉄、鋳鉄、鉄鋼または炭素鋼の少なくとも１つを含み、かつ前記
ガラスが、９０×１０-7Ｋ-1～１４０×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、〔１〕～
〔２５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３３〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔３２〕に記載の方法。
〔３４〕　前記金属がステンレス鋼を含み、かつ前記ガラスが、９０×１０-7Ｋ-1～１８
５×１０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、〔１〕～〔２５〕のいずれか一項に記載の方
法。
〔３５〕　前記金属がチタンを含み、かつ前記ガラスが、７５×１０-7Ｋ-1～１０５×１
０-7Ｋ-1の範囲の熱膨張率を有する、〔１〕～〔２５〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３６〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔３５〕に記載の方法。
〔３７〕　前記ガラスが、キャスティング、吹込み、圧押または回転によって形成される
、〔１〕～〔３６〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３８〕　前記ガラスが、粉末または粉砕ガラスの焼結によって形成される、〔１〕～〔
３７〕のいずれか一項に記載の方法。
〔３９〕　前記ガラスが、可視スペクトルの範囲内で吸収ベルトを有する元素を含む、〔
１〕～〔３８〕のいずれか一項に記載の方法。
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〔４０〕　金属およびガラスを含む組成物であって、
　前記ガラスが、ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5を含み、
　かつ前記金属を前記ガラス中で分散または浸漬させ、かつ
　前記金属が、０．１ｍｍ3より高いか、１ｍｍ3より高いか、１０ｍｍ3より高いか、１
００ｍｍ3より高いか、１０００ｍｍ3より高いか、または１００００ｍｍ3より高い体積
を有する、組成物。
〔４１〕　前記金属が、０．１ｍｍ3より高いか、１ｍｍ3より高いか、１０ｍｍ3より高
いか、１００ｍｍ3より高いか、１０００ｍｍ3より高いか、または１００００ｍｍ3より
高い体積を有する複数の小片を含む、〔４０〕に記載の組成物。
〔４２〕　前記金属が、プレート、ホイル、ストライプ、ワイヤ、繊維、ネット、メッシ
ュ、チョップドストランド、ボウル、粒子、球体、小球体、布、フレークまたは不規則形
状の少なくとも１つを含む、〔４０〕または〔４１〕に記載の組成物。
〔４３〕　前記金属が、前記ガラス中に完全に浸漬されるか、または部分的に浸漬される
、〔４０〕～〔４２〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔４４〕　ＺｎＯ：Ｐ2Ｏ5のモル比が２：１である、〔４０〕～〔４３〕のいずれか一項
に記載の組成物。
〔４５〕　ＺｎＯおよびＰ2Ｏ5の組合せた質量パーセントが、少なくとも６０、少なくと
も７０、少なくとも７５または少なくとも８０である、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一
項に記載の組成物。
〔４６〕　前記ガラス組成物が、Ｎａ2Ｏ、Ｋ2Ｏ、Ｌｉ2Ｏ、ＣａＯ、ＭｇＯおよびＢａ
Ｏの少なくとも１種、ならびにＡｌ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＣｅＯ2、ＺｒＯ2、Ｂｉ2Ｏ3および
ＳｎＯ2の少なくとも１種を含み、Σ（ＺｎＯ、ＣａＯ、ＭｇＯ、ＢａＯ、Ｎａ2Ｏ、Ｋ2

Ｏ、Ｌｉ2Ｏ）：Σ（Ｐ2Ｏ5、Ａｌ2Ｏ3、ＴｉＯ2、ＺｒＯ2、ＣｅＯ2、Ｂｉ2Ｏ2、ＳｎＯ

2）のモル比が２：１である、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔４７〕　前記ガラス組成物が、表２または表３に提供される範囲で、ＺｎＯ、Ｐ2Ｏ5、
Ｎａ2Ｏ、Ｋ2Ｏ、Ｌｉ2Ｏ、Ａｌ2Ｏ3、Ｂｉ2Ｏ3、ＣｅＯ2、ＴｉＯ2およびＳｎＯ2を含む
、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔４８〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔４９〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：
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を含む、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔５０〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔５１〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔５２〕　前記ガラスが、次の範囲で次の成分：

を含む、〔４０〕～〔４４〕のいずれか一項に記載の組成物。
〔５３〕　表１のガラス組成物のいずれか１つを含む組成物。
〔５４〕　０．１ｍｍ3より高いか、１ｍｍ3より高いか、１０ｍｍ3より高いか、１００
ｍｍ3より高いか、１０００ｍｍ3より高いか、または１００００ｍｍ3より高い体積を有
する金属をガラス中に分散させること、または浸漬させることと、
　前記ガラス中で前記金属を分散または浸漬させた後に前記ガラスを焼鈍しすることと
を含む方法によって調製された、有機樹脂、接着剤またはポリマーを含まないマクロ複合
材料。
〔５５〕　前記ガラス中で前記金属を分散または浸漬させた時の前記ガラスの温度が、前
記ガラスのＴgより少なくとも２０℃高いか、前記ガラスのＴgより少なくとも３０℃高い
か、または前記ガラスのＴgより少なくとも４０℃高い、〔５４〕に記載のマクロ複合材
料。
〔５６〕　前記ガラス中に前記金属を分散または浸漬させる時の前記ガラスの温度が、少
なくとも３９０℃、少なくとも４００℃または少なくとも４１０℃、少なくとも４５０℃
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、少なくとも５００℃、少なくとも５５０℃、少なくとも６００℃または少なくとも６５
０℃である、〔５４〕または〔５５〕に記載のマクロ複合材料。
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